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平成１６年新潟県中越地震の発生
中越地震の概要
中越地方を襲った直下型地震 10月23日17時56分頃に新潟県中越地方で震源の

深さ13 kmで、マグニチュード6.8の地震が発生、震
度計による観測が始まってから初めて震度７が観測度計 観測 始 初 震度 観測
されました。また、18時12分、34分にも最大震度６強
となる地震が発生し、気象庁は「平成16年（2004年）
新潟県中越地震」と名付けました。

月 日 時 分 最大震度

●地震の状況（震度５以上）
平成16年12月28日現在（気象庁資料）

月　日 時　分 最大震度
17:56 7
17:59 ５強
18:03 ５強
18:07 ５強

10月23日17:56発生の地震情報（気象庁HPより）

18:07 ５強
18:11 ６強
18:34 ６強
18:36 ５弱
18:57 ５強

10月23日

新潟県中越地震の特徴

本震後、余震が次々と発生、12月28日19時までに
震度１以上の有感地震が877回を数えました これら

18:57 ５強
19:36 ５弱
19:45 ６弱
19:48 ５弱

10月24日 14:21 ５強震度１以上の有感地震が877回を数えました。これら
の地震は、本震、余震ともに震源の深さは約20 km 
までの浅いところで、断層がずれて発生した直下型
地震です。余震のなかでも、とくに震度6弱以上の強

10月24日 14:21 ５強
0:28 ５弱
6:04 ５強

10月27日 10:40 ６弱
11月4日 8:57 ５強

10月25日

地震です。余震のなかでも、とくに震度6弱以上の強
い余震が長い間にわたって続いたことが、今回の直
下型地震の大きな特徴であるといえます。

11月4日 8:57 ５強
11月8日 11:15 ５強
11月10日 3:43 ５弱
12月28日 18:30 ５弱

中越地震による被害状況

この地震により、長岡市・小千谷市・十日町市・山古志村・川口町・堀之内町・広神村などでは地
すべりやがけ崩れなどの土砂災害が多発しました。

地すべりが発生しやすい新潟県の地質に加え 7月の梅雨前線豪雨や台風23号による大量の地すべりが発生しやすい新潟県の地質に加え、7月の梅雨前線豪雨や台風23号による大量の
降雨によって、地盤がゆるんでいたことが被害を大きくしたと考えられています。

道路の寸断により61の集落が孤立し、家屋や地盤の被災によって10万人を超える人が避難しま

した 道路の被災は 生活に密接する電気 ガス 上下水道等のライフラインの収容空間にも多大した。道路の被災は、生活に密接する電気・ガス・上下水道等のライフラインの収容空間にも多大
な被害を及ぼし、住居等の安全が確認された後でも多くの人々が避難生活を余儀なくせられまし
た。

●土砂災害の発生状況

全壊 半壊 部損壊
地すべり・がけ崩れ等

家屋被害

全壊 半壊 一部損壊

267箇所 15戸 24戸 46戸

地す 崩 等

新潟県土木部資料
(H16.12.10 15:00現在)

●新潟県内の一般被害状況
人的被害 住家被害 非住家被害

避難住民

新潟県計（15市31町14村)

死者 行方不明者 重傷 軽傷 全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 公共施設 その他

人 人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟

40 0 503 4 051
0

※ 2 858 1 657 9 300 89 095

避難住民

34 88440 0 503 4,051
(103,178)※

2,858 1,657 9,300 89,095 34,884

中越地震による土砂災害の概要

新潟県は第三紀層と呼ばれる新しい地質年代の地層が広く分布し、全国でも有数の土砂
災害危険個所の多い県です。最大震度７の地震によって、小千谷市・山古志村を中心に激し
い土砂災害が各所で発生しましたい土砂災害が各所で発生しました。

判読範囲を拡大（前回：５４４km2→今回：１，３１０km2）して、再度とりまとめを行いました。
斜面崩壊は 計 箇所（前回 箇所） 発生し おり斜面崩壊は、計３，７９１箇所（前回１，６６２箇所）で発生しており、
そのうち３６２箇所（前回２３４箇所）が崩壊幅５０ｍ以上の規模の崩壊でした。

崩壊土砂量を推定したところ、合計約１億ｍ３（前回７千万ｍ３）に達することが、
また崩壊土砂量１００万ｍ３以上の大規模な崩壊・地すべりが１２箇所（前回１０箇所）あること
が分かりました。

１ 判読範囲等１ 判読範囲等
1）判読に用いた空中写真

○撮影月日＝平成16年10月24～29日 ○縮尺＝約1:10,000～12,000
読範 積 東 約 南 約 積 約 ㎡2) 判読範囲の面積：東西約25ｋｍ、南北約50ｋｍで、面積は約1,310ｋ㎡

3）判読範囲の対象に含まれる市町村
全 域：山古志村、川口町、魚沼市（旧堀之内町）
ほぼ全域：小千谷市、十日町市、魚沼市（旧小出町、守門村）

一 部：長岡市、栃尾市、見附市、南魚沼市（旧六日町、大和町）、
魚沼市（旧湯之谷村、広神村、入広瀬村）、三島町、越路町、小国町、魚沼市（旧湯之谷村、広神村、入広瀬村）、三島町、越路町、小国町、
川西町、塩沢町、中里村
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空中写真の判読範囲（１１月１日時点）

空中写真の判読範囲（今回）
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空中写真の判読範囲（１１月１日時点）

空中写真の判読範囲（今回）

震度７の市町村

震度６強の市町村

崩壊土量１００万m3
以上の箇所
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空中写真の判読範囲（今回）以上の箇所

（旧入広瀬村）

（旧守門村）

柏崎市

路
町

（

小千谷市

山古志村

小国町

（旧入広瀬村）

（旧守門村）

柏崎市

路
町

（

小千谷市

山古志村

小国町

（旧広神村）

（旧小出町）
川西町

高柳町

柿崎町

吉川町

川
口
町

（旧
堀
之
内
町
）

魚沼市

（旧広神村）

（旧小出町）
川西町

高柳町

柿崎町

吉川町頸城町

大潟町
川
口
町

（旧
堀
之
内
町
）

魚沼市

（旧大和町）

（旧湯之谷村）

松代町

松之山町

浦川原村

大
島
村

安
塚

十日町市
南魚沼市

（旧大和町）

（旧湯之谷村）

松代町

松之山町

浦川原村

三和村 大
島
村

安
塚牧清里村

十日町市
南魚沼市

（旧六日町）

津南村
中
里

塚
町

市

（旧六日町）

塩沢町

津南村
中
里

塚
町

牧
村

板
倉
町

清

湯沢町

津南村 里
村

震度７の市町村
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主要な土砂災害の状況

和田川流域の河道閉塞
（広神村大谷地10/28撮影）

芋川流域の河道閉塞
（山古志村寺野10/28撮影）

県道・鉄道の被災
（小千谷市浦柄10/25撮影）

信濃川の河岸崩壊
（10/25撮影）

山腹崩壊
（小千谷市荷頃10/25撮影）

（10/25撮影）

地すべりによる住宅の被災
（山古志村油夫10/25撮影）

地すべりと崩壊
（川口町小高地区10/25撮影）

山間部集落の土砂災害
（山古志村桂谷地区10/25撮影）
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月 地震発生 （震源 深さ グ チ 震度 ）

湯沢砂防事務所の対応
１０月２３日１７：５６ 地震発生。（震源の深さ13 kmで、マグニチュード6.8、震度７）

１８：００ 湯沢砂防事務所は非常体制に入り、情報収集と警戒に当たる。
１０月２４日 事務所管内及び小千谷市、十日町市、山古志村、川口町等の周辺市町村を、

リ プタ による写真撮影を行い 新潟県に情報提供を行うヘリコプターによる写真撮影を行い、新潟県に情報提供を行う。
２０：３０ 管内の施設点検等が完了し、非常体制から警戒体制に移行。

１０月２７日～３１日 深刻な被害状況が明らかになってきたことから、新潟県の要請により土砂災害対策緊
急支援チームを派遣し 土砂災害危険箇所等の緊急点検を実施急支援チームを派遣し、土砂災害危険箇所等の緊急点検を実施。

１０月２８日～ 新潟県の要請により芋川流域の寺野地区、東竹沢地区の河道閉塞箇所の監視のた
めの映像配信装置等の設置及び映像等を配信。

１１月 ５日～ 新潟県の要請により芋川流域の寺野地区 東竹沢地区の河道閉塞箇所の応急対策１１月 ５日～ 新潟県の要請により芋川流域の寺野地区、東竹沢地区の河道閉塞箇所の応急対策
工事を引き継ぎ直轄事業として対応。 警戒体制から非常体制へ移行。

１１月１２日～ 湯沢砂防事務所内に「芋川河道閉塞現地対策室」を設置。１１月１２日 湯沢砂防事務所内に「芋川河道閉塞現地対策室」を設置。
１１月１７日 学識経験者等による「芋川河道閉塞対策検討委員会」を設置、第１回委員会を開催。
１１月２６日 「芋川河道閉塞対策検討委員会」第２回委員会を開催。
１２月１７日 寺野地区の融雪期対応の施設について完成。月 日 寺野地区の融雪期対応の施設に て完成。

東竹沢地区の工事実施状況について報道機関者に対し現地説明会を実施。
１２月２６日 木籠地区、竜光地区住民に対し、現地説明会を実施。

「芋川河道閉塞対策検討委員会」現地見学会を開催。
１２月２８日 東竹沢地区の融雪期対応の施設について完成。

１月１４日 「芋川河道閉塞対策検討委員会」第３回委員会を開催。
３月 １日 「芋川河道閉塞対策検討委員会」第４回委員会を開催。

※ 寺野地区、東竹沢地区の河道閉塞対策の応急対策工事の実施にあたっては、土木研究所や国総研
の専門家による視察を求め、対策方針の検討を行なった。

土砂災害対策緊急支援チームの緊急点検
１ 調査範囲等
1）調査期間 平成16年10月24～29日
2）調査区域 震度５以上が観測された地域の１７市町村）調 域 震度 観測 域 市

（小千谷市、十日町市、栃尾市、長岡市、安塚町、川西町、六日町、越路町、中里村、小出町、
山古志村、守門村堀之内町、川口町、大和町、広神村、入広瀬村）市長村名は合併前のもの

3）調査内容 調査区域内にある土石流危険渓流、急傾斜地危険個所等の土砂災害危険個
所の点検

4）参加人員 砂防ボランティア、砂防関係事務所職員、各県職員等 延べ５０８人

●支援チームの調査結果
立ち入り調査が実施できた1469箇所のうち、河道閉塞が起きた箇所や、ただちに緊急措置を必要とする

斜面など、危険度の高い箇所が112箇所にのぼることがわかりました。河道閉塞は小千谷市の朝日川、野

危険度 箇所数土砂災害危険箇所

辺川、広神村の和田川などで発生しましたが、中でも山古志村の芋川流域域では主なものだけで５箇所
の閉塞となり、人家が水没するなどの被害が出ました。

危険度 箇所数

特Ａ 6
小規模な河道閉塞が生じて

いるもの＊

Ａ 106
危険度大であり、ただちに
緊急処置を必要とするもの

緊急的な
対策が必要
112箇所点検実施

箇所

土砂災害危険箇所

Ａ 106
緊急処置を必要とするもの

Ｂ 272
危険度中であり、緊急性が
低いもの

Ｃ 1085
危険度小であり、現時点で
は異常が認められな も

箇所

1469
箇所

Ｃ 1085
は異常が認められないもの

711
立ち入りが可能な状況にな
りしだい点検を行う予定

立ち入りできなかった箇所

土砂災害対策緊急支援チームによる危険箇所点検

芋川流域の
土砂災害位置図芋川流域の土砂災害の状況

芋川流域内の崩壊・地すべり・河道閉塞箇
所数
崩壊 842箇所崩壊・・・・・・842箇所
地すべり・・・・124箇所
河道閉塞箇所・・ 52箇所

（うち，9箇所は流出）
※）10月24日撮影空中写真の判読結果

10月28日計測航空レーザー測量による地形データ
12月12日ヘリコプタ 調査結果 に基づく12月12日ヘリコプター調査結果 に基づく

 ■ 崩壊地 

■ 地すべり

芋川流域の崩壊・地すべりの状況

項 目 数 値 備 考

崩壊地箇所数等の概要
■ 地すべり 

崩壊地箇所数 842個

崩壊地面積率 約2.7％

平均崩壊地箇所数 約22個／km2壊 数 約 個／

平均崩壊生産土砂量 111,968m3／km2

1箇所当たり平均崩壊地面
積 1,217 m2／個

1箇所当たり平均崩壊生産
土砂量 5,059m3／個

最大崩壊地面積 31,753 m2 残流域1

最大崩壊土砂量 390,570m3 残流域1最 崩壊 砂 , 流域

項 目 数 値 備 考

地すべり発生箇所数等の概要

地すべり箇所数 142個

地すべり面積率 約3.5％

平均地すべり箇所数 約3.3個／km2

平均地すべり土塊量 511,069 m3／km2

1箇所あたり地すべり面積 10,598 m2／個

1箇所あたり地すべり土塊
量 156 783 m3／個量 156,783 m3／個

最大地すべり面積 203,362 m2 梶金（土留川）

最大地すべり土塊量 7,321,040 m3 梶金（土留川）

芋川流域の主要な河道閉塞箇所
芋川流域の
土砂災害位置図

南平地区
(魚野川合流点から約11km)
10月28日撮影

寺野地区
（魚野川合流点から約
13km）

撮影10月24日撮影

楢木地区
(魚野川合流点から約10km)
10月28日撮影

東竹沢地区
魚野川合流点から約8km)
10月30日撮影

十二平地区
(魚野川合流点から約6km)
10月28日撮影

地すべり及び河道閉塞の形状

No. 地区名
流域面積

（km2）

河道閉塞箇所の規模

高さ
(m)

最大長
(m)

最大幅
(m)

堰き止め
土砂量(m3)

最大湛水量
(m3)(m) (m) (m) 土砂量(m3) (m3)

① 寺野 4.87 31.1 260 123 303,340 387,500

② 東竹沢 18 6 31 5 320 168 655 940 2 560 500② 東竹沢 18.6 31.5 320 168 655,940 2,560,500

No. 地区名

地すべりの規模

長さ 幅 深さ
土量(m3)

(m) (m) (m)
土量(m3)

① 寺野 360 230 25 1,040,220

② 東竹沢 350 295 30 1,292,540

河道閉塞の規模を表す諸元
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寺野地区の河道閉塞

寺野地区の閉塞は芋川の最上
流にあり、付近の地質は泥岩や砂
岩の互層からな ています岩の互層からなっています。

右岸側は傾斜が急で、左岸側は
勾配の緩やかな斜面になっていま
すが、右岸側は３箇所の崩壊、左岸
側からは地すべりが発生し、両岸か
ら土砂が260ｍにわたって谷を埋め
ました。

その移動量は上部で60 ｍ、下部
で40 ｍ、地すべり土塊は右岸側ので40 ｍ、地すべり土塊は右岸側の
谷壁に押しつけられるようにして止
まっています。

2 地すべりの特徴2. 地すべりの特徴
2.1 寺野地区
寺野地区における地すべり状況は、以下のとおりである。
1)地形的特徴
地すべり発生前の地形は、幅約340m、奥行き約230mの明瞭な地すべり地形を呈

するする。
発生前の地形は、等高線の不整配列がみられ、風化岩地すべりの地形特徴を有す

る。
地震で発生した地すべり規模は、幅230m、長さ360m、層厚約25ｍ、土量

1,040,220m3と大規模である。
現在 地すべりは停止している現在、地すべりは停止している。
移動土塊は対岸へ乗り上げ、停止している。

2)地質的特徴
調査地周辺の地質は、新第三紀鮮新世から第四紀更新世前期に堆積した海成層

で、固結度が低いシルト岩～泥岩で構成される
寺野地区は 新第三紀鮮新世のシルト岩～泥岩で構成される寺野地区は、新第三紀鮮新世のシルト岩 泥岩で構成される
地質構造は、南北を地質構造は斜面に対して流れ盤構造となっている。
移動土塊は強風化を被っており、酸化色を呈し粘土化している。
移動土塊層厚は、20ｍ程度である。
ボーリング孔におけるすべり面は、簡易柱状図に示す。

道 急 策

寺野地区応急対策工事
工種

緊急排水路
（ポンプ排水）

単位 数量

台 16

上旬 中旬 下旬
11月 12月

上旬 中旬 下旬

2004

寺野地区 河道閉塞応急対策計画平面図 仮設排水管
（プレスト管

Φ1200)

仮排水路

条 2

式 1

通水

通水可▼

▼

１１月２８日撮
影

主な工程
監視体制の整備
監視カメラの設置：１箇所 10/30
地すべり移動鑑識祈祷設置 11/6
水位計の設置 11/8

Ａ断面

水位計の設置 11/8
避難体制の整備
ワイヤーセンサーの設置 11/8
応急対策
ポンプ排水(16台) 11/15～
融雪期対応
表面排水路表面排水路（開水路）

Ｌ＝106m

表面排水路（プレスト管）

排水ポンプ 16台

表面排水路
（仮設排水管11/21完了・開水路12/12完了）

φ1200×2条

Ｂ断面

寺野地区１０月２４日撮影（地震発生の翌日）

芋川を地すべり土砂が閉塞した様子
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寺野地区１１月７日撮影（地震発生から１９日後）

排水ポンプで水位を下げながら表面排水路工（プレスト管）を施工中

寺野地区１１月２８日撮影

排水ポンプで水位を下げながら仮排水路を施工中

寺野地区１２月４日撮影（地震発生から４２日後）

排水ポンプで水位を下げながら表面排水路工（開水路）を施工中

寺野地区

監視カメラ

水位計

ＰＰ

緊急排水路

表面排水路（開水路）表面排水路（開水路）

表面排水路（プレスト管）

○監視体制の整備
・監視カメラの設置：１箇所（10/30）
・地すべり移動監視機器等設置

（11/6）

ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ

（11/6）
・水位計の設置（11/8）

○避難体制の整備
・ワイヤーセンサー設置（11/8）

○応急対応
11月17日撮影

平成１６年１１月１８日撮影
県道栃尾・山古志線

○応急対応
・水中ポンプ16台を用いて排水実施中

（11/5～）
○融雪期対応

・表面排水路（排水管：11/21完了、開

水中ポンプを最大で16台導入し、毎秒最大0.53m3の排水を昼夜を通して行いました。 11月12日
撮影

■寺野地先における対応状況■寺野地区

11月18日撮影

表面排水路呑口部状況（プレスト管、開水路）
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■寺野地先における対応状況■寺野地区

11月18日撮影

表面排水路（開水路）施工状況

■寺野地先における対応状況■寺野地区

11月18日撮影

表面排水路（吐口部）排水状況

東竹沢地区の河道閉塞
滑落崖の形成

高さ25m　延長100m

滑落崖の形成
H=25m　

国道291号

芋川

東竹沢地区では芋川
の河道が左岸からの地す
べりによ て320 に渡 L=100m

移動距離
L 70

地すべりによ
る末端の圧
縮亀裂状況

べりによって320ｍに渡っ
て土砂で埋まりました。

現地調査から、地すべ

2004,10,30  記者発表資料（丸井先生監修、石黒作

L=70m

立木の傾倒
状況

すべり面の勾配
約17～２２°

り地の上部斜面の移動量
は約70ｍであったことが分
かりました。

地すべり延長
L=350m

状況

地すべり末端
前面の隆起部

り 。

水位が上がり、土塊の
上を水が流れるようになる
と 決壊が起き大規模な土

地すべりの規模

　　延長約350m　幅約295m

地すべり幅　　
L=２95m

前面の隆起部
H=12mと、決壊が起き大規模な土

石流が下流にも被害を及
ぼす恐れがありました。

旧河床
位　置

地すべりの移動距離

　　約70m

明瞭なすべり面

１１月１３日 東竹沢 すべり面

2. 地すべりの特徴
2.2 東竹沢地区
1)地形的特徴1)地形的特徴
地すべり発生前の地形は、幅約260m、奥行き約400mの明瞭な地すべり地形を呈する。
発生前の地形は、明瞭な分離小丘地形、等高線の不整配列がみられ、風化岩地すべりの地

形特徴を有する形特徴を有する。
地震で発生した地すべり規模は、幅295m、長さ350m、層厚約30m、土量1,292,540m3と大

規模である。
塊 岸 げ 停移動土塊は対岸へ乗り上げて停止している。

現在、地すべりは停止している。
頭部滑落崖上方斜面には、旧期地すべり分離小丘が残存している。

2)地質的特徴
地質は、新第三紀鮮新世の固結度が低いシルト岩～泥岩で構成される。
地質構造は、斜面に対して流れ盤構造となっている。地質構造は、斜面に対して流れ盤構造となっている。
地質図によると、地層の傾斜は、頭部滑落崖付近で約25度、芋川沿いで約16度となっている。

東竹沢地区は、向斜構造の翼部に位置する。
この向斜構造が 東竹沢地区のすべり面を規制していると考えられるこの向斜構造が、東竹沢地区のすべり面を規制していると考えられる。
移動土塊は強風化を被っており、酸化色を呈し粘土化している。
移動土塊層厚は、30ｍ程度である。
移動土塊は斜面途中に副次的な滑落崖が形成されており 小規模な土 でも 分化した地移動土塊は斜面途中に副次的な滑落崖が形成されており、小規模な土工でも、分化した地

すべりが発生するおそれがある。
ボーリング孔におけるすべり面は、簡易柱状図に示す。

- 116 -



東竹 道 塞応急 策計

東竹沢地区応急対策工事
工種

緊急排水路
（ポンプ排水）

仮設排水管

単位 数量

台 12

上旬 中旬 下旬
11月 12月

上旬 中旬 下旬

2004 2005
２月

上旬 中旬 下旬
１月

上旬 中旬 下旬

11/9

東竹沢地区 河道閉塞応急対策計画平面図 仮設排水管
（プラヒューム管

Φ1000)

仮排水路

条 5

式 1

通水12/4

通水可▼

▼11/18

１１月２８日撮影

主な工程
監視体制の整備
監視カメラの設置：3箇所 10/30,11/5,11/24
地すべり移動鑑識祈祷設置 11/18
水位計の設置 11/8
避難体制の整備避難体制の整備
ワイヤーセンサー設置 11/8
応急対応
排水ポンプによる排水 11/9～
河道閉塞部の越流防止工 11/13完成
融雪期対応
仮排水路掘削のための仮設排水管を敷設 11/18

仮排水路掘削線

仮排水路掘削のための仮設排水管を敷設 11/18
～
仮排水路掘削 12月
掘削ラインは１４９．５ｍを目標とする

護床工

右岸 左岸

ポンプ配管で決まるライン

左岸地すべりの安定で決定ライン

右岸 左岸

プラヒューム管 ５条埋設呑
口標高 ＥＬ155.0

Ｃ断面 仮設排水管標準断面

ＥＬ１４９．５ｍ

1:1.5

1:1.2 HWL

８.00

東竹沢地区１０月２４日撮影（地震発生の翌日）

芋川を地すべり土砂が閉塞した様子

東竹沢地区10月28日撮影

地すべり直後の状況

東竹沢地区11月7日撮影

水位上昇の様子 11月7日撮影

東竹沢地区１１月８日撮影（地震発生から２０日後）

緊急排水路、排水ポンプ６台設置済み、越流防止工を施工中
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Ｈ１６．１１．２９ 木籠地区家屋浸水状況

東竹沢地区１２月４日撮影（地震発生から４２日後）

排水ポンプを１２台に増設、で水位を下げながら表面排水路工（開水路）を施工中

○監視体制の整備

東竹沢地区

・監視カメラの設置：３箇所
（10/30,11/5,11/24）、地すべり移
動監視機器等設置（11/18）・水位
計の設置（11/8）計の設置（11/8）
○避難体制の整備
・ワイヤーセンサー設置（11/8）
○応急対応

排水ポ プ 排水（ 水位計

監視カメラ

新宇賀地橋

越流防止ＰＰ

・排水ポンプによる排水（11/9より
ポンプ6台で排水実施、11/18より12
台にて排水中）、河道閉塞鞍部の越
流防止工（11/13完成）

仮設排水管仮排水路
緊急排水路

越流防止工ＰＰ流防止工（11/13完成）
○融雪期対応

・仮排水路掘削のための仮設排水路
管を敷設（11/18より実施、12/4午
前9時47分より通水開始） 仮排水前9時47分より通水開始）・仮排水
路掘削（12月中を目処に実施中）。
掘削ラインは149.5mを目標とする。

監視カメラ

ワイヤーセンサー

護床工

平成１６年１１月２８日撮影

監視カメラ

梶金橋

H16.10.26 小松倉～東竹沢への国道291

H16.10.26 旧東竹沢小学校

ﾍﾘによる資機材・人員輸送
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H16.11.9 自衛隊へりにて東竹沢へ H16.11.9 分解してヘリ輸送した重機の組み立て

小松倉から現場までは、当初徒歩４０分かかった

自衛隊機に乗って現場へ

H16.11.12 現場へ徒歩で４０分

H16.11.12 乗り込み時のホース

ホースの敷設地盤の不陸

ポンプの設置にも重機が必要

ポンプ関係の付属物に広いヤードが必要

へりによる空輸のため、荷下ろし可能な場所が限定される
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応援に駆けつけた各地整のポンプ① 応援に駆けつけた各地整のポンプ②

ポンプ運転用に大量の燃料が必要

緊急排水路

水位低下工

仮排水路

護床工

芋川

前沢川横断道路

仮設排水管

前沢川横断道路

前
仮設排水
管標準断 1:

1

沢
川

管標準断
面図

1:

東竹沢 全体平面図

ﾟ ﾟ
緊急排水路

仮排水路 高揚程ﾎﾟﾝﾌﾟ

旧東竹沢小学校

芋川本川

芋川本川

仮設配水管

吐き口護床ﾌﾞﾛｯｸ 排水ﾎﾟﾝﾌﾟ

ﾌﾟﾗﾌｰﾑ管φ1000×5本

前沢川前沢川

東竹沢 全体平面図

前沢川渡河道路造成

輸送路の確保が急務輸送路の確保が急務

１１月１２日 東竹沢
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台船による重機搬入

１１月１4日 東竹沢

侵食が一気に進行

東竹沢 H16.11.17 呑み口が侵食し約25ｍ後退。上流水位も上昇中

ヘリによるブロック据え付け

Ｈ１６．１１．１７ 東竹沢 はけ口浸食状況近景

H16.11.17 緊急排水路ルートを旧東竹沢小学校方向に付替

H16.11.18未明 夜を徹してのホース付け替え作業
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H16.11.18 緊急排水路ルート付け替え完了

新排水ﾙｰﾄ

■東竹沢地先における対応状況■東竹沢地区

11月18日撮影

排水ポンプによる排水状況（15台稼働中）

■東竹沢地先における対応状況■東竹沢地区

11月18日撮影

仮設排水管（呑口部）ポンプによる排水状況

東竹沢 仮設配水管 敷設開始

下流側

Φ1000ﾌﾟﾗﾋｭｰﾑ管

■東竹沢地先における対応状況■東竹沢地区

11月18日撮影

仮設排水管（吐口部）ポンプによる排水状況

吐け口部侵食

東竹沢 水位
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ポンプ 仮配水管

仮排水路仮排水路

緊急排水路

H16.12.4 東竹沢 仮排水路開削

■東竹沢地先における対応状況■東竹沢地区

11月18日撮影

仮排水路施工状況（下流より上流を望む）

東竹沢地区11月17日撮影（最高水位EL157.76ｍ）

東竹沢地区12月21日撮影

水位低下により新宇賀字橋が露出

楢木地区１０月２８日撮影（地震発生から５日後）

芋川を地すべり土砂が閉塞した様子
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楢木地区１２月４日撮影（地震発生から３２日後）

河道閉塞箇所開削状況

11月29日撮影

楢木地区

楢木河道閉塞箇
所の開削状況

12月2日撮影

楢木集落の堆積土砂掘削状況

H16.12.9 山古志村木籠集落の住民に現地説明会実施 H16.12.17日 報道関係者

H16.12.26 魚沼市竜光地区の住民に現地説明会実施 １１月初旬 東竹沢 監督員集合場所 （資材搬入優先 テントもない）
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H16.12.25東竹沢監督員詰め所

十二平地区

１０月２７日撮影（地震発生４日後）

１１月２５日撮影（地震発生３３日後）

最新の斜め写真（１２．０４撮影）

十二平

南平地区

月 撮影（地震発生 後）１０月２８日撮影（地震発生５日後）

１１月１８日撮影（地震発生２６日後）

最新の斜め写真（１２．０４撮影）

南平

■監視体制等安全対策状況■

地域への支援

監視カメラ設置
（10/30：国）

国土交通省では、河道閉塞の規模が甚だしい寺野地
区と東竹沢地区に、水位計や監視カメラを設置してい
ますが、その情報を下流地域でも利用できるように新

寺野
ワイヤーセンサー設置

水位計設置

（11/8：国）

潟県と魚沼市に提供しているほか、決壊土石流が発生
した場合に竜光地区住民の迅速な避難を促すために
県が独自に設置したセンサーについてもデータ送信を
支援して ます

山古志村

南平

ワイヤ センサ 設置

（11/8：国）
支援しています。

監
視
カ

楢木

監視カメラ２台設置
（10/30、11/5：国）

警報機設置
（10/30、11/5：国）

水位計設置
（新潟県）

カ
メ
ラ
設
置
状
況

映像通信装置（Ku-SAT)

前沢川

東竹沢

（ 、 国）
（新潟県）況監視カメラの映像は、衛生通信装置により通信衛星を通じて、配信。

ワイヤーセンサー
設置 （新潟県）

監視カメラ設

十二平

堀之内町

ワイヤーセンサー設置
（10/29：新潟県）

監視カメラ設
置（11/13国）

警報器設置

仮設遊砂地の設
置 （新潟県）

大型土嚢による堤防嵩上
げ （10/31：新潟県）

※監視カメラ映像は 新潟県、
堀之内町、川口町に配信

警報器設置
（新潟県）

竜光地区

げ （10/31：新潟県）

新潟県等への提供映像
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湯沢砂防事務所でのミーティング風景
湯沢砂防事務所でのミーティング風景

他機関との連携
自衛隊との連携

河道閉塞の緊急対策工事においての大型土嚢や仮設資機材等の輸送は、地震により道路が河道閉塞の緊急対策工事においての大型土嚢や仮設資機材等の輸送は、地震により道路が
各所で寸断されていたため、自衛隊との連携により、ヘリコプターを使って行われました。

陸上自衛隊弟12旅団 弟12ヘリコプター隊活動状況陸 衛隊弟 旅団 弟 リ 隊活動状況
〔ﾎﾞｰｲﾝｸﾞＣＨ４７ＪA：チヌーク（大型輸送ヘリコプター）〕

航続距離 約２，０００ｋｍ
積載可能量 貨物 約７ ０００ｋｇ積載可能量 貨物 約７，０００ｋｇ

復旧資材運搬
大型土嚢運搬

陸上自衛隊弟12旅団 弟12ヘリコプター隊活動状況
〔ﾎﾞｰｲﾝｸﾞＣＨ４７ＪA：チヌーク（大型輸送ヘリコプター）〕

河道閉塞湛水箇所の台船用引き船運搬状況 陸自ヘリによる人員輸送河道閉塞湛水箇所の台船用引き船運搬状況

河道閉塞湛水対応（排水設備等運搬）発動発電機（約6,000kg）運搬状況

芋川流域の今後の砂防対策について

• 河道閉塞をはじめとする芋川流域で発生した甚大な土砂災害に対する恒久

芋川河道閉塞対策検討委員会

対策と芋川の砂防計画を検討するために、学識経験者、専門家からなる芋
川河道閉塞対策検討委員会が設けられ、検討が進められています。

第 回 平成16年11月1 日第１回 平成16年11月17日
河道閉塞５箇所の位置、規模、湛水状況について
寺野地区・東竹沢地区の地すべり状況について

第２回 平成16年11月26日第２回 平成16年11月26日
芋川河道閉塞対策と砂防計画の基本方針、
芋川河道閉塞箇所の対策方針（案）について

第３回 平成17年1月14日第３回 平成17年1月14日
芋川砂防計画と寺野地区および東竹沢地区の
恒久対策について

第 回 平成17年３月 1日第４回 平成17年３月 1日
芋川砂防計画と寺野地区および東竹沢地区
対策について

（２）芋川流域の砂防対策

直轄砂防災害関連緊急事業等により河道閉塞
の東竹沢・寺野を含む11箇所で砂防えん堤など
の砂防事業を実施

４月から工事に着手

完了目標は、平成1８年秋ま

４月から工事に着手

完了目標は、平成1８年秋ま
で

今後、雪解け後崩壊の状況を調査のうえ、砂
防
対策の全体計画を検討予定

（下流遊砂地工）

竜光地区
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今後の工事予定

芋川流域の砂防対策

土砂災害を防止し被災地の早期復興を支援していくために、雪解け後から１１箇所
の地区で砂防えん堤などの工事に着手の地区で砂防えん堤などの工事に着手。

平成１７年 平成１８年

工　事　工　程
平成１７年 平成１８年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

上流砂防えん堤

東竹沢・寺野等10箇所

下流遊砂地工

12月 秋

応急対策 構造・仮設計画詳細検討 砂防えん堤・護岸工

下流遊砂地工

（竜光地区）
応急対策 構造・仮設計画詳細検討

ワイヤーネット

除石工

床固工群

ブロック
えん堤

※現地の状況等により、工程が変更となる場合がある。

床固工群

芋川河道閉塞恒久対策（東竹沢地区）芋川河道閉塞恒久対策（東竹沢地区）

芋川芋川芋川芋川

芋川芋川

イメージパース

今年は「６１豪雪 （昭和６０ ６１年）以来の豪雪

参考

今年は「６１豪雪」（昭和６０～６１年）以来の豪雪

旧山古志村では最大積雪深350cmを記録（６回の屋根雪おろしを実施）

年度別積雪深比較

450 昭和60年度
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400
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1
0
日
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月

2
0
日

4
月

3
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除雪車の支援 1 1 1

日付
除雪車の支援

東竹沢 滑落崖 崩落 ４月23日

楢木橋 融雪出水による土砂流により 冠水 H17.4.23
楢木橋 周辺 H17.4.23
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楢木集落 掘削 H17.4.28 楢木橋下流 掘削完了 H17.5.12

天然ﾀﾞﾑ水位変動図
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旧東竹沢小学校 お別れ会 H17.6.26

旧東竹沢小 タイムカプセル 掘り起こし H17.6.26

平成１７年６月２７日～６月２９日 梅雨豪雨降水状況
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新潟県地方気象台資料
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小芋川大橋水位データ （平成１７年（2005年）６月２８日　検知データ/全体）
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寺野 ７．２８豪雨による左岸地山流出 H17.6.29
R291 小松倉やり東竹沢ルート ７．２８豪雨により道路陥没

東竹沢 H17.6.29

東竹沢 排水路吐口東竹沢 排水路吐口
H17.6.29
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楢木橋 7.28出水により土砂に埋没
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優先的な対応の求められる箇所

大規模土砂災害大規模土砂災害 危機管理対応（時系列）について危機管理対応（時系列）について

24時間体制への人員確保

災害対策本部(支部）の設置災害対策本部(支部）の設置

被災事務所への応援

・人的被害（死者・行方不明者）の発生箇所

・マスコミ等での報道箇所
（社会的な注目の高い箇所）

・拡大崩壊や土砂流出による二次被害のおそれ

情報収集・共有・発信
（連絡体制の確立）
情報収集・共有・発信
（連絡体制の確立）

被災事務所への応援

リエゾン派遣等
があり、その緊急的な対策が必要な箇所

・孤立集落等

関係者

都道府県

市町村

住民

被害状況

今後の予測（被害の拡大、収束）

危険度（安全度）の見込み

情 報 記者発表

HP等での公表

ライブ映像の配信

情報提供の頻度

）

マスコミ 道路の通行状況・復旧見込み

行政機関の対応

国民、地域住民に周知すべき内容

ヘリ調査の手配・調整ヘリ調査の手配・調整

問い合わせ先

広報担当者の選定

専門家への調査依頼専門家への調査依頼

国総研・土研

他地整ヘリや隣接する管外も念頭に、調査範囲の調整・役割分担

ヘリ調査の手配・調整ヘリ調査の手配・調整

協定業者の確保

応急対応に向けた準備応急対応に向けた準備

地元大学の先生

災害対策機械の確保災害対策機械の確保

大規模土砂災害大規模土砂災害 危機管理対応（時系列）について危機管理対応（時系列）について

土砂災害危険箇所緊急点検

直轄管外の

緊急点検

直轄管外の

緊急点検

都道府県

からの要請

TEC-FORCE

の要請

TEC-FORCE

の要請

緊急点検
の実施

土砂災害危険箇所緊急点検

緊急点検緊急点検要請

独自判断による支援

要請要請

点検要領・様式の準備

人員・班編制(本省）

点検対象(本省）

当該地整の
みで対応

危険箇所カルテの危険箇所カルテの マネジメント(本省）

活動拠点の事前活動拠点の事前

事前準備事前準備 とりまとめ(本省）

活動拠点の選定

集合時間、場所

点検対象 覧

活動拠点の事前

ピックアップ

活動拠点の事前

ピックアップ

待機場所・駐車スペース

点検対象一覧資機材の確保

交通利便性

ホテル等の宿泊地
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危険な状況を把握

大規模土砂災害大規模土砂災害 危機管理対応危機管理対応（危険な状況を把握した場合の対応）（危険な状況を把握した場合の対応）についてについて

緊急点検
周辺住民の
避難状況情報収集

現地状況の確認 関係者への周知

県 ： 状況報告、対応方針、見通し

市町村 避難体制 今後の見通し避難状況情報収集

被害状況の
確認

市町村：避難体制、今後の見通し

住民：危険情報、進捗状況、見通し

マスコミ：現状、対策、進捗状況等

監視 観測機器の設置監視・観測機器の設置

映像送信システム

ワイヤーセンサー

伸縮計・傾斜計

水位計

二次災害（被害の拡大）の
影響・危険性調査・把握

水位計

警戒避難体制の確立

追加・詳細調査の実施 委員会の設置 応急対策の施工

大型土のう・部録・シート張

影響 危険性調査 把握

渓流内の不安定土砂

拡大崩壊等の亀裂状況

天然ダム箇所・規模

応急対策の検討

頭部の排土、脚部盛土

亀裂、湧水の処理

ヘリ調査

専門家による詳細調査

亀裂、湧水の処理

天然ダムの緊急排水

天然ダムの決壊防止対策

(砂防）
整備局

(砂防）都
道府県

(土木）
市町村

関係機関との協議関係機関との協議

(治山）
国有林 (治山）都

道府県

(農林）
市町村
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しし めめ かか けけ

平成２１年１０月

東北地方整備局 河川部

山形・七五三掛地区大規模地すべり緊急対策について山形・七五三掛地区大規模地すべり緊急対策について
し め か け

発 生 場 所： 赤川水系 山形県鶴岡市 七五三掛地区
し め か け

場 赤
採 択 経 緯： ２月２５日 地すべりを観測（山形県）

６月 ４日 山形県知事の要請で土研による七五三掛地区を含めた大網地域の緊急調査の実施
６月 ７日 山形県知事へ調査結果の報告
６月１１日 山形県知事より国土交通省に対して対策事業の要請

葛根田地熱発電所
（東北水力地熱株式会社）

６月１２日 直轄砂防災害関連緊急事業の採択（事業費約９．９億円）
６月１４日 工事着手

地すべりの規模：長さ 約７００ｍ 幅約４００ｍ すべり深度約２５ｍ
被 害 の 状 況：家周辺や田圃に無数の地割れ【七五三掛集落７戸のうち５戸自主避難】

月山

国道112号 志津温泉 寒河江ダム

↑至 山形市

月山（田麦俣）地区
直轄地すべり防止区域

月山

国道112号 志津温泉 寒河江ダム

↑至 山形市

月山（田麦俣）地区
直轄地すべり防止区域

月山

国道112号 志津温泉 寒河江ダム

↑至 山形市

月山（田麦俣）地区
直轄地すべり防止区域

上村集落

国道112号
（一般国道）

志津温泉

湯殿山
田麦俣集落

寒河江ダム月山（田麦俣）地区
国交省所管

上村集落

国道112号
（一般国道）

志津温泉

湯殿山
田麦俣集落

寒河江ダム月山（田麦俣）地区
国交省所管

上村集落

国道112号
（一般国道）

志津温泉

湯殿山
田麦俣集落

寒河江ダム月山（田麦俣）地区
国交省所管

村集落

N

月山（志津）地区
国交省所管

直轄地すべり防止区域

村集落

N

月山（志津）地区
国交省所管

村集落

N

月山（志津）地区
国交省所管

直轄地すべり防止区域

月山地区（調査エリア）

月山ダム
国道112号(自動車専用道路）

災害現場
七五三掛地区
農水省所管

国交省所管

月山地区（調査エリア）

月山ダム
国道112号(自動車専用道路）

災害現場
七五三掛地区
農水省所管

国交省所管

月山地区（調査エリア）

月山ダム
国道112号(自動車専用道路）

災害現場
七五三掛地区
農水省所管

国交省所管
大規模地すべり現場大規模地すべり現場

七五三掛地区七五三掛地区
農水省所管農水省所管 月山地区（調査エリア）

至 酒田市
東北横断自動車道

月山地区（調査エリア）

至 酒田市
東北横断自動車道

月山地区（調査エリア）

至 酒田市
東北横断自動車道

山形・七五三掛地区大規模地すべり緊急対策について山形・七五三掛地区大規模地すべり緊急対策について
し め か け

山形県土木部河川砂防課砂防室の対応山形県土木部河川砂防課砂防室の対応
６月１０日 土研、土木部、農林水産部にて技術工法等打合せ
６月１０日 災害関連緊急砂防事業（補助）の申請
６月１２日 災害関連緊急砂防事業の採択（事業費約２．７億円）

同じ箇所から撮影 上段が４月１４日撮影
下段が６月２４日撮影段 月 撮影

問題点：４月時点で既に甚大が被害が発生しているのに、緊急対策工事に未着手

対応案：事業担当組織の長（今回は県知事）による事業所管組織の枠に囚われない
迅速かつ適切な判断、要請が必要

山形・七五三掛地区大規模地すべり対策経緯について山形・七五三掛地区大規模地すべり対策経緯について
し め か け

七五三掛地区遠景 ■七五三掛地区地すべり対策経緯七五三掛地区遠景 ■七五三掛地区地すべり対策経緯
・H3.10.24七五三掛地区地すべり
防止区域（山形県）
・H3～地すべり対策工着手

■これまでの整備状況
・集水井３基、えん堤２基、
排水工1,680m

■変状確認等

七五三掛地区七五三掛地区

■変状確認等
・H21.2.25住宅地に変状
・４月から５月マスコミで大きく取り
上げられる。

七五三掛地区七五三掛地区 ・５月移動量ピーク 10cm以上/日
・６月１２日直轄砂防災関採択

- 133 -



七五三掛集落

七五三掛地区地すべり被害状況七五三掛地区地すべり被害状況
し め か け

七五三掛集落
７世帯３４名
（うち５世帯２５名自主避難）

舗装面が２．４ｍも開口
国土交通省対策エリア国土交通省対策エリア

注 連 寺

住宅と敷地には２ｍ以上の
段差が発生

波打つ道路
農林水産省、県農林水農林水産省、県農林水

猫谷川

農林水産省、県農林水農林水産省、県農林水
産部対策エリア産部対策エリア

刈谷川

下山沢被災した橋梁

県土木部対策エリア県土木部対策エリア

直轄砂防災害関連緊急事業を迅速かつ円滑に行うため、新庄河川事務所直轄砂防災害関連緊急事業を迅速かつ円滑に行うため、新庄河川事務所
赤川砂防出張所内に「七五三掛地区災害現地対策室」を６月１２日に設置。赤川砂防出張所内に「七五三掛地区災害現地対策室」を６月１２日に設置。

現地対策室の主たる業務現地対策室の主たる業務
・関係機関との事業調整（ハード＆ソフト）・関係機関との事業調整（ハード＆ソフト）
・内部及び関係機関への情報提供、情報共有・内部及び関係機関への情報提供、情報共有機機
・災害関連緊急砂防事業（補助）の技術的アドバイス・災害関連緊急砂防事業（補助）の技術的アドバイス

工事の円滑な施工を目的として、七五三掛地区において工事の円滑な施工を目的として、七五三掛地区において
地すべり対策工事を実施する全機関の参加により設立。地すべり対策工事を実施する全機関の参加により設立。

想定される懸案事項に対してきめ細やかな対応を行うた想定される懸案事項に対してきめ細やかな対応を行うた想定される懸案事項に対してきめ細やかな対応を行うた想定される懸案事項に対してきめ細やかな対応を行うた
めに４つの班（用地対策班、排水対策班、工事用道路等めに４つの班（用地対策班、排水対策班、工事用道路等
対策班、広報・地元調整班）を設置して運営。対策班、広報・地元調整班）を設置して運営。

①①連絡調整会議での決定事項である「工事進捗状況の情報共有」がなされない連絡調整会議での決定事項である「工事進捗状況の情報共有」がなされない
※※他機関からの情報提供が無くても下記資料による情報提供を継続他機関からの情報提供が無くても下記資料による情報提供を継続※※他機関からの情報提供が無くても下記資料による情報提供を継続他機関からの情報提供が無くても下記資料による情報提供を継続

②②安全管理基準策定の意識が低い安全管理基準策定の意識が低い
※※国土交通省所管エリアでの安全基準（案）を作成し、関係機関へ提供国土交通省所管エリアでの安全基準（案）を作成し、関係機関へ提供※※国土交通省所管エリアでの安全基準（案）を作成し、関係機関 提供国土交通省所管エリアでの安全基準（案）を作成し、関係機関 提供

七五三掛地区七五三掛地区 工事安全管理基準（案）工事安全管理基準（案）

発 令 基 準 値内 容レベル 発 令 基 準 値内 容レベル

09.6.20 版

東北地方整備局

新庄河川事務所

東北地方整備局

新庄河川事務所

対象範囲 ： 国土交通省発注工事及び調査業務に適用

農林水産部の安全管理基準

・専属の監視員による1回／日以上の見廻り
・施工業者による日常点検

通常監視１

・気象庁が「大雨注意報」を発令した場合
又は時間雨量10mm、連続雨量40mm （※1）を観測した場合

・地盤伸縮計の移動量が5mm/日以上を観測

作業注意
【監視強化】２

発 令 基 準 値内 容レベル

・専属の監視員による1回／日以上の見廻り
・施工業者による日常点検

通常監視１

・気象庁が「大雨注意報」を発令した場合
又は時間雨量10mm、連続雨量40mm （※1）を観測した場合

・地盤伸縮計の移動量が5mm/日以上を観測

作業注意
【監視強化】２

発 令 基 準 値内 容レベル

・地盤伸縮計の移動量 4mm/h  (96mm/日)以上を観測
緊急避難

【立ち入り禁止】４

・気象庁が「大雨警報」を発令した場合
又は時間雨量20mm、連続雨量80mm （※1）を観測した場合

・地盤伸縮計の移動量 10mm/日以上を観測
・震度4以上の地震発生時

作業中止
【避難開始】３

・地盤伸縮計の移動量 4mm/h  (96mm/日)以上を観測
緊急避難

【立ち入り禁止】４

・気象庁が「大雨警報」を発令した場合
又は時間雨量20mm、連続雨量80mm （※1）を観測した場合

・地盤伸縮計の移動量 10mm/日以上を観測
・震度4以上の地震発生時

作業中止
【避難開始】３

【降雨等による中止の場合】
・３時間連続降雨がない場合 （2mm/3h以下）に下記の点検終了後に結

果を報告し、監督職員と協議のうえ再開
【地震発生による中止の場合】

・監視員（ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）による伸縮計の移動量等の確認、及び施工業者によ
る下記の点検終了後に結果を報告し、主任監督員と協議のうえ再開
（点検箇所※3） ①地すべりﾌﾞﾛｯｸ ②工事箇所周辺 ③集水井孔内

作業再開－

【降雨等による中止の場合】
・３時間連続降雨がない場合 （2mm/3h以下）に下記の点検終了後に結

果を報告し、監督職員と協議のうえ再開
【地震発生による中止の場合】

・監視員（ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）による伸縮計の移動量等の確認、及び施工業者によ
る下記の点検終了後に結果を報告し、主任監督員と協議のうえ再開
（点検箇所※3） ①地すべりﾌﾞﾛｯｸ ②工事箇所周辺 ③集水井孔内

作業再開－

※1 降雨は月山ダム雨量計を基準地点 ※2 地震は○○観測地点

※3 点検項目 ①きれつ箇所の点検、計測 ②変状の有無、震動、湧水の測定 ③変状の有無、偏芯量の測定
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七五三掛地区地すべり全体対策概要七五三掛地区地すべり全体対策概要
し め か け

平成平成2121年年99月月1414日現在日現在

国土交通省集水ボーリング

国土交通省排水ボーリング施工状況

山形県（農村整備課）のﾃﾞｨｰﾌﾟｳｪﾙ

農林水産省水抜きﾎﾞ ﾘﾝｸﾞ箇所

国土交通省（排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ流末刈
谷川へ到達状況）

農林水産省水抜きﾎ ｰﾘﾝｸ 箇所

農林水産省集水井設置箇所

七五三掛地区地すべりの観測状況七五三掛地区地すべりの観測状況

GPS観測による移動量と移動速度

Ss 1

Ss-3

Ss-4
Ss-8

BV13-2

Gb-9

Gb 8

Ss-1

Ss-2Ss-5

B-1

地盤伸縮計による移動量

Gb-10 Gb-11

Gb-8

Gb-6
Ss-6

Ss-7B-12
B-6 B-9

B-3

地下水位計による変動図

亀裂観測凡例 (～4/17) (～5/15) (～6/19) (～7/21)

観測機器凡例

GPS観測地点

地盤伸縮観測地点

孔内水位観測地点
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